
統計図書館コラム【雑学編】№1009 

奥積雅彦（総務省統計研究研修所教官） 

国勢調査の調査時 

 

 

ＭＥＮＵ 
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１ 第１回国勢調査の調査日の設定理由 

大正９年（1920 年）の第１回国勢調査の調査時は、国勢調

査施行令（大正７年勅令第 359 号）により、10 月１日午前零

時現在としています。これは現行の国勢調査の調査時と同様

となっています。10 月１日を調査日とした理由は、大正９年

の国勢調査記述編によれば、「まず、年末・年始は従来、常に

本籍人口又は現住人口の調査時期として選ばれ、比較の便宜

からも、年齢計算の容易な点からも極めて好都合ではある

が、この時期は、諸取引の決算、年賀の風習等があり、しか

も一般に冬期は、山陰・北陸・東山・東北・北海道にわたっ

て積雪深く、実査の時期として不便であるから春又は秋に調

査期日を求めねばならぬ。しかし春は旅行、遊山を試みる者

が多く、人口分布の常態を失するものがある。そこで比較的

人口分布が常態にあって、人の職業活動も盛んで、しかも人

口の大半を占める農民にとって全くの農繁期ではなく、か

つ、ちょうど年の４分の３を経過した 10 月１日を最も適当な

調査期日としたものである。」とされています。 

国勢調査記述編. 大正 9年（第一章 緖論） 

 

【画像】国立国会図書館デジタルコレクション 

                                                       
1 総務省報道資料「平成 22 年国勢調査の実施に向けて（検討状況報告）」（平成 21 年４月 15 日） 

 

【参考】国勢調査準備委員会主査会第１回（明治 43 年６月）

において、花房直三郎委員（内閣統計局長）から調査日を 10

月１日と立案した理由について、説明がありました。 

時期 差し支え等 

３月、４月、５月 気候はよいが人の移動しやすい 

６月 雨期 

７月、８月 盛夏 

８月末～９月 二百十日・二十日の厄日（悪天候） 

９月末～10 月初 収穫期に入りやや多忙なるも 

移動が少なく、最も可 

11 月 天長節の休日あり 

年末年始 不便 

冬（12 月、１月、２月） 降雪のため不可 

【注】国勢調査準備委員会主査会速記録を基に作成 

 

２ 第１回国勢調査の調査日は消去法で決まった？ 

大正９年の第１回国勢調査の実施に際し、地方自治体職員

向けの統計講習会で講演を担当した京都帝国大学の財部静治

教授（統計学を担当）は、その著書「国勢調査問題講話」に

おいて、「之（10 月１日）によらねばならぬとする理由として

は薄弱」であると指摘しています。財部教授の指摘は妥当で

あり、消去法により 10 月１日となったということであると考

えられます。 

 

３ あとから加わった国勢調査の調査日の設定理由は？ 

第１回国勢調査の史料からは、10 月１日は会計年度※の中

央日であることによるとするものは見当たりませんでした。

いつからかは定かではありませんが、あとから、10 月１日説

の理由の一つに加わったのではないかと考えられます。ちな

みに、平成 21 年（2009 年）４月の総務省報道資料1に添付の

「国勢調査の概要」によれば、調査期日（10 月１日）は、「南

北に細長い日本列島の気候風土、風俗習慣、人々の経済活動

などを勘案して定められている。また、４月から始まる会計

年度の中央日であることなど、行政上の利用にも配慮された

ものとなっている。」とされています。 

また、調査日を実施年の 10 月１日（基準日）として設定し

ていることは、統計の比較の観点から望ましいというメリッ

トもあります。 

※会計年度について 
 開始月～終了月 
明治2年度（1869年度）～ （旧暦）10 月～翌年９月 
明治 6年度～ １月～12 月 
明治８年度～ ７月～翌年６月 
明治 18 年度～ ７月～翌年３月 
明治 19 年度～ ４月～翌年３月 

【注】国立公文書館ニュース№17「会計年度の始まり」を基に作成 



２ 国勢調査の調査時は午前か午後か？ 

 

（本稿は総務省統計局ＨＰ「統計図書館ミニトピックス№18」

を基に作成） 

 

 

１ 国勢調査の調査時 

国勢調査の調査時は実施年の 10 月１日「午前零時」現在と

なっています。 

「午前零時」は十二支でいうと「子の刻」で、真夜中をさし

ます（「子の正刻」あるいは「正子
しょうし

」ともいいます。）。 

 

【参考】ちなみに、「正子」は、「デジタル大辞泉」によれば「真夜中。

午前零時。太陽が地平線下で子午線を通過する時刻。」とありました。 

 

２ 「午前零時」の根拠法令 

明治５年 1872 年太政官布告第 337 号（改暦ノ布告）【別記】に

「時刻ノ儀是迄昼夜長短ニ随ヒ十二時ニ相分チ候処今後改テ

時辰儀時刻昼夜平分二十四時ニ定メ子刻ヨリ午刻迄ヲ十二時

ニ分チ午前幾時ト称シ午刻ヨリ子刻迄ヲ十二時ニ分チ午後幾

時ト称候事」と定められています。 

また、同布告に時間表も定められており、「午前零時」＝「午

後 12 時」＝「子の刻」であることが分かります。 

（参考）「午前零時」については、以下のサイトに説明されています。 
◆参議院法制局ＨＰ：法制執務コラム「正午は午前か午後か」 
https://houseikyoku.sangiin.go.jp/column/column100.htm 

◆国立天文台ＨＰ：よくある質問「正午は午前 12 時？それとも、午後
12 時？」 

https://www.nao.ac.jp/faq/a0401.html  
◆日本広報協会ＨＰ：広報 Q&A「時刻の表記の仕方を教えてください。

例えば「12 時」はどのように表記するのが正しいのですか。また、
12 時間制と 24 時間制はどちらがいいのでしょうか。」 
https://www.koho.or.jp/useful/qa/hyouki/hyouki07.html 

   

３ 「午前零時」の用例 

電子政府の総合窓口（e-Gov）で法律・政令から検索した結果

は「午前零時」は 27 件（民法 （明治 29 年 1896 年法律第 89 号）

第 140 条ほか）で、「午後十二時」は１件（特許法（昭和 34 年

1859 年法律第 121 号）第 19 条）でした。法令上は、「午前零時」、

「午後十二時」どちらの用例も、前掲の太政官布告と整合して

います。 

ちなみに、大正９年 1920 年の第１回国勢調査の調査時は、国勢

調査施行令（勅令）2で「第一回国勢調査ハ大正九年十月一日午

前零時ノ現在ニ拠リ之ヲ行フ」とされています。 

 

４ 調査時の意味 

第１回国勢調査の右のポス

ターをみると、時計の絵と日

めくりカレンダーの絵（日付

が９月30日から10月１日に）

により、国勢調査の調査時を

端的に表現されていると感じ

ました。 

なお、統計的には、調査時

は、特定時点の状態を全国一

斉に調査するという意味があ

ります。右のポスターには「全国一斉」についても明記されて

おり、当時のポスターの考案者のセンスの良さが伝わってきま

す。 

 

【別記】 ○明治５年太政官布告第 337 号 

   

 

                                                       
2 国立国会図書館デジタルコレクション（大正７年 1918 年９月 26 日付け官報）https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/2953958 

第１回国勢調査のポスター

（統計資料館所蔵） 

 


